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研究成果の概要： 
 本研究の目的は、モダニズム期（大まかに 1910年代～1970年代）の日本におけるデザイン

思想の形成過程を、輸出デザインの理論と実践、Ｇマーク制度の発足前後の国際的なデザイン

問題、海外とりわけイギリスのデザイン論との関連性、から検証することであった。 
 国際性が特徴とされるモダニズム期を、国家の表象（ナショナル・プレゼンテーション）と
しての輸出デザインという「地域性」に重点をおいて、また国家間のデザイン論の交錯に着目
して解明することにある。加えて当時の日本のデザイン活動を新たな「モダン・ジャポニスム」
として捉える視点、その輸出政策について実際のデザインの図像分析を用いて質的研究を行う
点、そして近代日本を国際的かつ視覚的にアピールしたモノの特性を需要と供給の両側面から
解明する点、さらに、海外のデザイン論との関係に着目して解明する点、国家の表象に関して
図像分析を用いて質的研究を行う点から研究調査を進めた結果、従来は見落とされていた輸出
デザインとジェンダーの関連性に切り込むことができた。 
 また、『工芸ニュース』を創刊号より戦後まで調査分析し、「モダン・ジャポニスム」の議
論に重要であると思われるテキストの抽出を行った結果、議論は３段階（１９世紀的ともいえ
る伝統的造形をさらに追求する初期、日中戦争から第二次世界大戦直後までつづく「東洋的」
日本趣味の造形を追求する帝国主義的デザイン議論、そして１９５０年代を中心に改めて日本
的造形をモダニティのなかに位置づける「ジャパニーズ・モダン」の議論）にわけて把握する
ことができると判明した。また、この間にさまざまな意味づけを与えられた「工芸」という問
題を多く含んだ言葉の意味の変遷も同時に考察した。さらに、一連のモダン・ジャポニスムを
考察する上でとりわけ代表的ととらえられるのが竹材製品であり、それにたいする海外デザイ
ナーの関心という外からの働きかけをうけて、日本国内での議論が熟していった様子も解明で
きた。 
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１．研究開始当初の背景 
  
  開国以来、わが国の輸出デザインは、国
際的な競争力および国内の西洋化・近代化の
表象を映し出してきた。モダニズム期のわが
国の輸出デザインを考える際にも、国家の表
象としてのデザイン活動は重要である。一方
で国際市場で「売れる」デザインを追究した
結果、モダニズム期を通じて日本による海外
製品の「模倣」問題がイギリスから何度も厳
しく指摘された。従来、Ｇマーク制度がわが
国におけるデザイン意識の深化として捉え
られ日本製品による「模倣」問題も 1950 年
代を中心にこれとの関係で論じられるか、
「模倣」でなく「創造」であったとする見方
があった。しかし、20世紀初期より近代国家
として新たな「伝統」を演出するため独自性
のある工芸産業の発展を目標に掲げていた
日本が、製品デザインの「模倣」に戦後まで
無頓着でありつづけたとは考えにくい。また、
Ｇマーク設置以降の 1960,70年代まで「模倣」
問題は頻繁に起こっており、Ｇマーク制度を
到達点と見なすことは歴史的に困難である。
更に、Ｇマークの概念には模倣問題をわが国
に突きつけたイギリスがモダニズム期を通
じて展開したグッドデザイン論が理論的に
も実践的にも大きく関わっているため、国際
的な影響関係を把握する必要がある。したが
って 20 世紀初期からあらためて活発化した
輸出用の工芸産業論や産業デザイン論を、戦
前、戦後という分け方ではなくモダニズム期
として一貫して捉え、欧米のモダンデザイン
思想との連関を通して探る視点が、近代日本
のデザイン意識の形成過程を検証する際に
重要となる、という観点から、本研究を行っ
た。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
１）19世紀のジャポニスムの興隆によりわが
国は海外への工芸品、製品の輸出の道を確立
した。20世紀、日本は自国の近代性を表象す
るデザインを、国立工芸指導所などの働きを
通じていわば「モダン・ジャポニスム」とし
て改めて積極的に海外に仕掛けていったと
いえる。そこで 19 世紀の欧米主導のジャポ
ニスムから 20 世紀の「モダン・ジャポニス

ム」の表象への脱皮の成功（竹製家具）と失
敗（金唐革紙）の事例を比較検証し、素材と
形態にみる「モダン」な日本の独自性の演出
と機械化による工芸的価値の変化との関連
を探り、国家の表象としての「モダン・ジャ
ポニスム」の構築過程の解析を行った。 
２）モダニズム期を通して、イギリスとのデ
ザインの「模倣」問題が存在した。これは長
年イギリスの主要産業であったキャリコ・プ
リント製品を巡って 1920 年代から始まり、
戦後の 1950 年代に大きく批判が盛り上がっ
たが、そこには多分にイギリス固有のデザイ
ン論の発展が影響していた。その結果、デザ
イン全般の問題として捉えられるようにな
り、わが国のＧマーク制度を生んだ。しかし
Ｇマーク制度発足よりむしろ 1970 年代に通
産省がイギリスの産業デザイン・カウンシル
での日本デザイン展の開催を区切りに模倣
問題は収束している。この間にわが国のデザ
イン思想あるいは造形感覚はどのように変
化を遂げたのかを日英双方の史料をもとに
検証した。さらに、日本からアメリカに渡っ
たデザイナーの体験がいかに模倣デザイン
や新しいジャポニスムと関連していったか
を検証した。 
 
 
 
３．研究の方法     
 
１） 国家の表象としての「モダン・ジャポ
ニスム」の構築過程の解析を行う。主に日本
側の史料を中心とした(A) 国家の表象として
の「モダン・ジャポニスム」検証、その構築
過程の解析の研究を進めた。そのために、研
究上必要とされる関連資料を購入し、文字史
料、視覚史料の収集、およびデータベース作
成を行った。ある程度の量産が可能な輸出産
業としての工芸や製品デザインを論じた国
内の『工芸ニュース』を中心にわが国の工
芸・産業デザイン関連の雑誌を検証し、その
なかで日本のモダニティを反映したオリジ
ナリティがいかに追究されていたかを抽出
した。また同期間中に開催された国際博覧会
での海外評、新聞評を収集し、日本側の思惑
と海外での日本の輸出デザインの受容との
関連性・相違性を検証した。 
 
２） イギリスとのデザインの「模倣」問題



の歴史的意味の解明を行う。デザインの模倣
問題は、まず日英間で、日本がアジアへ輸出
したキャリコ・プリント製品から始まった。
これは 1920 年代から問題となり、戦後の
1950 年代に改めて大きく批判が盛り上がっ
た。その結果としてＧマーク制度が発足した
が、すぐにその成果は見られなかった。わが
国のデザイン観の成熟を対外的に示したの
はＧマークではなく、1970 年代の通産省が
イギリスの産業デザイン・カウンシルにての
日本デザイン展の開催であったことを実証
するために日英双方の資料にあたった。 
 
３） 両側面からの研究結果を総合的に比較
検証した。そこから、モダニズム期日本の輸
出デザインに日本の造形思想の形成がどの
ように反映されていたのかを、「工芸」や「日
本趣味」などのキーワードをとおして総合的
に検証した。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 とりわけ大きな成果は、自由学園の卒業生
で工芸デザイナーである一人の女性に焦点
を当てたことである。1930年代には彼女 は
ヨーロッパへ派遣され、西洋のヴィジュア
ル・カルチャーの新たな側面を学んで帰って
きた後、同校の工芸研究所で活躍した。彼女
はここで教鞭をとり、海外の国際展覧会に作
品を出品している。今回の研究により、ヨー
ロッパのモダニズム的デザイン教育を受け
た彼女の経験を、両大戦間期の日本における
工芸、フェミニズム、そしてナショナリズム
という三方向と関連させて論じ、そこから、
国家産業としての工芸と国家が西洋にあら
ためて新たなジャポニスム、すなわち「モダ
ン・ジャポニスム」とでもよべるものを引き
起こそうとしていた戦略を明らかにした。 
 また、『工芸ニュース』を創刊号より戦後
まで調査分析し、「モダン・ジャポニスム」
の議論に重要であると思われるテキストの
抽出を行った結果、議論は３段階（１９世紀
的ともいえる伝統的造形をさらに追求する
初期、日中戦争から第二次世界大戦直後まで
つづく「東洋的」日本趣味の造形を追求する
帝国主義的デザイン議論、そして１９５０年
代を中心に改めて日本的造形をモダニティ
のなかに位置づける「ジャパニーズ・モダン」
の議論）にわけて把握することができると判
明した。また、この間にさまざまな意味づけ
を与えられた「工芸」という問題を多く含ん
だ言葉の意味の変遷も同時に考察した。さら
に、一連のモダン・ジャポニスムを考察する
上でとりわけ代表的ととらえられるのが竹
材製品であり、それにたいする海外デザイナ

ーの関心という外からの働きかけをうけて、
日本国内での議論が熟していった様子も解
明できた。 
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〔その他〕 
 
・イギリスのチェルシー芸術大学を中心とし
た研究プロジェクト’Forgotten Japonisme’に



参加、クローズド・ワークショップで二度の
研究発表を行った（’ ‘Modern’ Japonisme as a 

National Strategy:Japanese design, 1920s-1950s’ 

(2008 年 5 月)および’Kogei Shidosho (Industrial 

Art Research Institute) and the Changing 

discourse of Japonisme’ (2008 年 9 月) 

 
・研究成果の一部を、服飾文化学会の 2007
年５月の大会の基調講演にて発表した。 
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